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児童発達支援事業所における自己評価総括表

事業所の強みだと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

2025年 12月 1日 ～ 2026年 1月 20日

対象者数　2　 回答者数　2

2025年 12月 1日 ～ 2026年 1月 20日

2026年 2月 20日

事業所名

保護者評価実施期間

保護者評価有効回答数

従業者評価実施期間

従業者評価有効回答数

事業者向け自己評価表作成日

放課後等デイサービス そらいろチョコ

分析結果

対象者数　6 回答者数　6

遊びを通じた「学び」の提供

自由遊びの中でもソーシャルスキルト
レーニング（SST）を自然に取り入れ、対
人関係能力を育んでいます。

特定の発達の悩みに合わせた家庭でで
きるトレーニングを保護者に個別でト
レーニングできる取り組みをしていきま
す。

1

児童の自己決定を促す支援
（意思決定支援）

「選択肢」を提示することで、幼少期から
「自分で選ぶ」意欲と自信を育んでいま
す。

児童が意思を決めるまで十分に待つ時
間を確保し自分の決定がどうだったか
を言語化・視覚化する習慣がつくように
取り組んでいきます。

2

ペアレント・トレーニングの実施

保護者が日常生活で実践でき、かつ継
続できる肯定的な言葉掛けを促すプロ
グラムを提供し、家族の生活の質の向
上に取り組んでいます。

グループワークが苦手な保護者のため
に、個別面談の中でペアトレの要素
（ABC分析など）を取り入れを考えてい
ます。

3

ICTを活用したリアルタイムな
情報共有

アプリ等を用いて、その日の活動写真や
動画を保護者に素早く共有できていな
い。

ITCツールの導入を検討し、活動中の写
真や動画をその場でアップロードし、保
護者がスマホで即座に確認できような
取り組みを行っていきます。

1

幼稚園・保育園・相談支援所との
密な連携

保育所等との連携が不足気味です。 保育所等との連携を積極的に行い、集
団生活の場での適応をトータルでサ
ポートできる体制が構築できるように取
り組んでいきます。

2

地域とのネットワーク

他の児童発達支援・放課後等デイサー
ビスとの交流を毎年行っていますが放
課後児童クラブや児童館との交流や、
地域の他のこどもと活動する機会がも
てない。

今後交流ができる機会を設けていくよ
うに取り組んでいきます。3

事業所の弱みだと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

放課後等デイサービス


